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同 石 田 蓄 徳

同 米 村 E芽 ムノ、

周 角 本 { τT 

同 宮 村 光 男

河 杉 )11 O1Z 

同 林 保

同 エ!z 間 源 ミi斗仁ふ1 

同 南 正 雄

同 北 山 作右ヱ門

同 土 谷 好 文
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補
正
予
算
な
ど
可
決

北
部
土
地
区
画
整
理
事
業
予
算
決
ま
る

六
月
定
例
市
議
会
は
、
六
月
十
七
日
招
集
さ
れ
会
期
を
二
十
六
日

ま
で
と
決
め
て
、
一
般
・
特
別
会
計
補
正
予
算
な
ど
十
九
議
案
を
審

議
し
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
、
承
認
し
ま
し
た
。
な
お
最
終

日
二
十
六
日
に
は
「
医
療
保
険
制
度
の
改
革
に
関
す
る
決
議
案
」
、

「豪
雪
地
帯
の
無
雪
化
対
策
に
関
す
る
意
見
書
案
」
が
満
場
一
致
で

決
議
さ
れ
ま
し
た
。

マ

何

年

度

特

別

会

計

公

団

分

収

一

造

林

事

業

補

正

予

算

六
百
七
十
三
万
四
千
円

一

旧
西
谷
村
関
係
分
の
引
継
ぎ

τ何
年

度

特

別

会

計

北

部

土

地

一

区

画

整

理

事

業

予

算

一

六
百
六
十
万
円

一

新
規
に
区
画
整
即
事
業
と
し
て
調
査
測
一

量
費
四
百
六
十
万
円
な
ど

マ
専

決

処

分

の

承

認

一

叫
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
の
専
決
で

一

地
方
債
の
増
額

マ

北

部

土

地

区

画

整

理

事

業

特

一

別

会

計

条

例

新
規
に
特
別
会
計
の
設
定

て

七
百
五
万
三
千
円

マ

大

野

市

国

民

健

康

保

険

条

例

お

よ

び

国

民

保

険

税

案

例

の

特

例

条

例

七
月
よ
り
合
併
の
西
谷
村
の
国
保
加
入

者
の
特
例
分

マ

大

野

市

消

防

団

員

等

公

務

災

害

補

償

条

例

の

一

部

改

正

に

つ

い

て

消
防
団
員
の
処
遇
改
善
お
よ
び
領
害
補

償
の
充
実
な
ど

マ

大

野

市

税

賦

課

徴

収

条

例

の

一

部

改

正

に

つ

い

て

専

決

処

分

の

承

認

個
人
市
民
税
の
課
税
最
低
限
の
引
上
げ

お
よ
び
国
定
資
産
税
都
市
計
画
税
の
負

担
調
繋
措
置

ヤ

大

野

市

国

民

健

康

保

険

税

条

例

の

一

部

改

正

に

つ

い

て

専

一

決

処

分

の

承

認

低
所
得
世
待
の
保
険
税
減
額
世
待
の
襟
一

準
額
の
引
上
げ
お
よ
び
譲
渡
所
得
の
分一

瞬
課
税
の
実
施

マ

市

営

土

地

改

良

事

業

の

実

施

一

に

つ

い

て

富
田
地
区
井
ノ
口
よ
り
富
島
ま
で
の

一

二
・
六
六
五
が
を
幅
員
六

・
五

M
で
農一

免
道
路
の
新
設

マ

市

道

路

線

の

認

定

に

つ

い

て

一

西
出
血
町
の
新
設
道
路
を
市
道
に

マ

市

道

路

線

の

廃

止

に

つ

い

て

県
逗
昇
格
の
た
め
下
鹿
線
の
廃
比

マ

市

道

路

線

の

区

域

変

更

に

つ

い

て

議
案
番
号
一

第
辛
九
号

第
四
十
号

第
四
十
一
号

第
四
士
一

号

第
四
十
三
号

第
四
十
四
号

第
四
十
五

号

第
四
十
六
号

第
四
十
七
号

マ

ぬ

年

度

一

般

会

計

補

一

富
田
地
区
農
免
道
路

二
千
一
百
八
十
四
万
円

一

正

予

算

米
生
産
調
整
対
策
費

今
回
の
補
正
額
は
七
千
八
百

一

一
百
五
十
九
万
二
千
円

七
十
八
万
三
千
円
で
総
額
十
二
億
九
千
九

一

黒
谷
林
道
(
一
一
年
次
分
)

百
八
十
三
万
八
千
円
と
な
り
、
補
正
の
主

一

三
百
六
万
七
千
円
な
ど

一

な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一商
工
費
一
百
三
十
六
万
八
千
円

(

歳

入

)

一

城

ま

つ
り
経
費
追
加

五
十
万
円

地
方
交
付
税
四
百
十
七
万
一
千
円

一

六
呂
師
高
原
便
所
六
十
万
円
な
ど

一

分
担
金
及
負
担
金
四
十
三
万
二
千
円

一土

木

費

七

十

七

万

五

千
円

国

庫

支

出

金

一

百
八
十
五
万
円

一

道

路
改
良
、
舗
装
六
百
五
十
万
円

県
支
出
金
二
千
二
百
四
十
九
万
四
千
円
一

道
路
補
修

一
百
万
円

寄

付

金

七

十

六

万

二

千

円

一

河

川

費

九

十

五

万

円

市

債

九

百

二

十

万

円

一

公

園

費

六
十
六
万
二
千
円

繰
入
金
三
千
九
百
八
十
七
万
四
千
円

一

な
お
減
額
さ
れ
た
も
の

駅
東
線
舗
装
、
善
導
寺
川
改
修

一

(
歳
出
)

約
九
百
万
円

一

総
務
由
貿
四
百
九
十
万
一
千
円

一教

育

質

四

百

十

三

万

円

西
谷
村
引
継
職
員
給
与
、
交
通
安
全
対

一

一
小
学
校
へ
き
地
教
育
備
品

策
費
、
国
勢
調
査
費
な
ど

一
百
十
万
円

一

民
生
由
貿

六
百
五
十
万
円

一

小
山
中
プ
ー
ル
追

加

五

十
万
円

日
の
出
児
童
館
建
設
費

一

大
野
公
民
館
調
理
室
九
十
万
円

衛

生

費

三

千

二

百
八
十
八
万
円

一

有
終
中
グ
ラ
ン
ド
夜
間
照
明
(
二
年
次一

火
葬
場
建
設
費
追
加
九
百
万
円

一

分
)

百

万

円

な

ど

一

し
尿
処
理
場
建
設
費
(
増
設
)

一

ー

二
千
五
十
八
万
円

一
一
〉
特

年

度

特

別

会

計

旧

西

谷

村

一

ご
み
焼
却
場
補
修
二
百
五
十
万
円
な
ど

一

国

民

健

康

保

険

事

業

予

算

農
林
業
費

二
千
八
百
二
十
二
万
九
千
円
一
旧
西
谷
村
住
民
の
方
の
国
保
予
算
と
し

一

西
大
月
に
通
ず
る
赤
一
綾
川
堤
防
を
太
田

区
の
土
地
改
良
道
路
に
変
更
、
木
本
部

落
内
の
路
線
変
更
、
佐
関
部
落
内
の
災

害
道
路
を
市
道
に
変
更

マ

財

産

の

処

分

に

つ

い

て

元
嵐
分
校
を
地
元
に
無
償
払
下
げ

マ
財

産

の

処

分

に

つ

い

て

廃
道
敷
(
水
落
旧
国
道
)
を
関
係
地
主

に
有
償
払
下
げ

マ
げ目て財
自産
診 肌

霊 分
法 専
帥 決

遣 丞
0) 訴事

有に
曾 つ
F ぃ

V 
旧て財
孟 産
臣処
草 分

PR 専
無決
償承

賢官
つ
L、

件

名

昭
和
四
十
五
年
度
大
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算
案

昭
和
四
十
五
年
度
大
野
市
特
別
会
計
旧
凶
谷
村
国
民
健
康

保
険
事
業
予
算
案

昭
和
四
十
五
年
度
大
野
市
特
別
会
計
公
問
分
収
造
林
事
業

補
正
予
算
案

昭
和
凶
十
五
年
度
大
野
市
特
別
会
計
北
部
ゴ
地
区
画
整
理

事
業
予
算
案

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て

大
野
市
国
民
健
康
保
険
条
例
お
よ
び
大
野
市
国
民
健
康
保

険
税
条
例
の
特
例
に
関
す
る
条
例
案

大
野
器
市
計
画
北
部
土
地
区
両
整
理
事
業
特
別
会
計
条
例

案大
野
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
案

専
決
処
分
の
承
認
ぞ
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

各
常
任
委

教
育
民
生

一付
託
区
分

一

雲
可
決

I! 
L
h
r
u
d」

i
二一
-A

産
業
鮮
済

I! 

建

三~1
同く

総

務

教
青
民
生

承
認

可
決

ヨ'11.
it又

建

11 

総

務

11 

。，九、
;r.'S 

務
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一ば
か
り
で
あ
り
ま
す
。

一
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
ダ
ム
に
一
第
四
丈
号
一
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
℃

-u川
岡
山
机
伶
原
動
、
回
目
MMWHay

一

一

一

一

川
小
川

'κ品
川
j
惇
恒
川
Trι
山一昨
ι

一

一
昨
年
、
富
山
方
面
か
ら
カ
ド
ミ
ュ
ム
に

一よ

っ
て
で
き
る
新
し
い
水
を
上
水
道
、
か
ん
一
第
四
十
九
号
一市
営
土
地
改
良
事
業
の
実
施
に
つ
い
て

六
月
十
八
日
、
十
九
日
の
両
日
に
わ
た
り

一
よ
る
人
体
へ
の
被
申
音
、
作
物
へ
の
被
害
が
あ
一
が
い
水
と
し
て
確
保
し
て
い
き
た
い
。
乙
の
一
第
五
十
号
一
字
区
域
の
変
更
に
つ
い
て

代
表
・
一
般
質
問
が
五
名
の
議
員
ζ

よ
り
活

一
る
こ
と
が
立
証
さ
れ
、
県
に
お
い
て
も
昨
年
一
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、

建
設
省
の
方
へ
理
解
一
第
李
一
号
一
大
野
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

ー

〉

一
四
月
か
ら
県
民
生
活
課
公
害
係
が
設
置
さ
れ

一
を
得
て
あ
り
ま
す
。

第
二
点
は
、

五
条
万
の一

一

発

に

な

さ

れ

、

乙

れ

に

対

し

理

事

者

釦

カ

ら

一

-

一

第

五

十

一

一

号

一

大

野

市

道

路

線

の

廃

止

に

つ

い

て

一
一
応
の
体
制
は
整
っ
た
も
の
の
、
こ
れ
ま
で

一合
口
堰
に
お
き
ま
し

て

、

水

を

い

か

に

し

て

一

一

そ
れ
ぞ
れ
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

一

一

一

第

筆

Z

号
一
大
野
市
道
路
線
の
区
域
変
更
に
つ
い
て

一
の
県
の
不
手
ぎ
わ
に
よ
り
、
市
民
並
び
に
県
一
確
保
し
て
い
く
か
と
い
う
点
で
あ
り
ま
す
・
一

一

お
も
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一民
に
多
大
の
不
安
を
抱
か
せ
た
の
で
あ
り
ま

一
こ
れ
ま
で
の
結
果
、下
流
へ
水
を
流
す
為
、
又
一
第
五
十
五
号
一市
有
財
産
の
処
分
に
つ
い
て

A
V
-
-
-
民

政

問

題

に

つ

い

て

一

す

。

今

後

の

調
査
結
果
が
ど
の
よ
う
に
で
よ
一
地
下
水
の
低
下
を
防
ぐ
為
に
慣
行
水
利
権
一
第
五
十
六
号
一市
有
財
産
の
処
分
に
つ
い
て

聞
苦
し
い
農
政
の
中
に
あ
っ
て
、
米
の
作

一
う
と
、
こ
れ
ま
で
に
受
け
た
不
安
、
被
害
は
一
を
、
法
定
水
利
権
に
切
り
替
え
て
、

将
来
に
一
第
王
十
七
号
一
専
決
処
分
の
認
象
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

付
け
減
反
、
米
価
の
据
置
き
、
農
業
従
事
者

一
す
べ
て
関
係
当
局
の
責
任
で
あ
っ
て
、
乙
れ

一
わ
た
る
水
を
確
保
し
て
い
く
と
の
方
向
で
県

一
第
豆
丈
号
一
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

の
減
少
等
大
野
市
の
将
来
の
農
業
に
つ
い
て

一
に
対
す
る
市
長
の
見
解
を
お
聞
き
い
た
し
た

一
に
陳
情
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

r
i
l
l
-
}
I
l
l
i
-
-
l
l
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
-

当
局
の
考
え
を
問
う
。

一
ぃ。

一
に
、
将
来
に
わ
た
っ
て
水
不
足
に
な
ら
な
い

一

|

議

会

の

動

き

|

一

士

百

又
、
転
作
に
つ
い
て
は
何
ら
効
果
が
上
っ

一
答
市
と
し
て
は
、
第
一
点
に
中
竜
鉱
山
の

一
よ
う
に
対
処
し
て
い
く
の
が
今
後
の
大
野
市

一

一

十
五
日

四

月

て
い
な
い
よ
う
に
恩
わ
れ
ま
す
が
、
現
在
の

一
保
安
対
策
に
つ
い
て
県
・
通
産
局
と
連
絡
を
一
の
発
展
の
基
礎
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す

一

一

十

七
日

一
日

霊
場
建
設
特
別
委
員
会

状
況
今
後
の
対
策
ぞ
述
べ
て
い
た
だ
き
た
い

一
と
り
排
鉱
が
流
出
し
な
い
よ
う
要
望
い
た
し

一
A
O
-
-
-
財
産
処
分
に
つ
い
て

七
日
総
務
委
員
会

答
当
市
の
作
付
転
換
割
当
て
二
百
六
十
九

一
ま
し
た
ω

第
二
点
は
、
地
域
住
民
の
不
安
を
一
間
今
定
例
会
に
お
い
て
、
日
本
コ
ン
デ
ン

一

十
日
福
井
県
市
議
会
議
長
会
定
期
一
十
九
日

町
歩
を
二
割
程
度
上
ま
わ
り
、
消
化
い
た
し

一
取
り
去
る
ζ

と
で
あ
り
ま
ず
か
ら
、

土
、
水
一
サ
工
場
に
市
事
基
…
償
払
下
げ
す
る
と
い
う

一

総

会

於
武
生
市

一

二
十
日

ま
し
た
が
、
こ
の
現
象
は
喜
ぶ
べ
き
現
象
で

一質
、
農
作
物
に
カ
ド
ミ
ウ
ム
が
含
れ
て
い
る
一
議
案
が
上
程
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
一
営
利
一
十
三
日
建
設
委
員
会
所
管
誠
査
一
二
十
二
日

あ
る
か
、
悲
し
む
べ
き
現
象
で
あ
る
か
は
非

一
か
を
究
明
す
る
ζ

と
が
願
闘
で
あ
り
ま
す
。

一企
業
に
対
し
て
市
の
財
産
を
無
償
払
下
げ
る

一

二

十
日

建
設
委
員
会

一
二
十
三
日

常
に
疑
問
に
思
い
ま
す
。
乙
の
三
百
町
歩
余

一
よ
っ
て
実
熊
の
究
明
を
要
望
し
ま
し
た
。
第

一
と
い
う
こ
と
は
納
得
で
き
な
い
。
財
政
再
建
一

二
十
四
日
議
会
運
営
委
員
会

り
の
土
地
が
完
全
に
作
付
転
換
な
さ
る
な
ら

二
一一
点
は
住
民
の
健
康
診
断
で
あ
り
ま
す
。
乙

一
団
体
に
入
り
わ
ず
か
の
金
額
に
で
も
気
を
使

一

五

月

一
二
十
四
日

ば
喜
ぶ
べ
き
こ
と
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

一
れ
も
県
に
強
く
要
請
い
た
し
ま
し
た
。
第
二
一
っ
て
い
る
大
野
市
が
、
何
故
こ
の
よ
う
な
措

一

十
三
日
戸
北
信
越
市
議
会
議
長
会
定

一
二
十
五
日

し
か
し
、
こ
の
う
ち
二
百
町
歩
が
転
換
、

一
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、
四
十
四
年
度
産
米
を一

置
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
こ
の

一

十
四
日
~
期
総
会

於
新
潟
市

八
十
町
歩
が
休
耕
、
五
十
二
町
歩
は
土
地
基

一分
析
し
て
お
り
、
い
ま
だ
結
果
が
で
て
い
な

一点
に
つ
い
て
市
民
の
納
得
の
い
く
答
弁
を
願

一
二
十
六
日
全
国
市
議
会
議
長
会
定
期
一
二
十
六
日

盤
整
備
事
業
夏
季
施
行
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
い
現
状
で
す
。

一
い
た
い
。

一

総

会

於
東
京
都
一

l
来

今
後
は
こ
の
転
作
作
物
を
ど
の
よ
う
な
形
で

一

つ
ま
り
、

ζ

の
三
点
に
つ
き
ま
し
て
、

結一

間

日

本
コ
ン
デ
ン
サ
工
場
を
誘
致
し
た
時

一

六

月

価
格
安
定
を
し
、
定
着
さ
せ
て
い
く
か
と
い

一
果
が
判
明
し
た
時
点
か
ら
、
今
後
の
カ
ド
ミ

一
に
議
員
各
位
に
は
と
了
解
を
得
た
つ
も
り
で

一

二
日
産
業
経
済
委
員
会

一

五
月
八
日

う
こ
と
に
全
力
を
上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

一
ウ
ム
対
策
に
つ
き
ま
し
て
、
検
討
し
て
い
き

一
あ
り
ま
す
。
取
付
道
路
、
周
囲
の
側
溝
に
つ

一

四
日
総
務
委
員
会

て
お
り
ま
す
。
今
後
の
農
業
は
、
土
地
基
盤

一
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

一き
ま
し
て
は
、
市
が
行
う
と
の
こ
と
で
予
算

一

五
日
公
害
対
策
特
別
委
員
会

一
六
月
十
七
日

整
備
事
業
を
行
な
い
、
機
械
化
に
よ
り
労
働

一A
V
-
-
-
今
後
の
水
資
源
対
策
に
つ
い
て

一も
計
上
し
、

執
行
し
て
き
た
訳
で
あ

り

ま

す

一

十

日

産

業

経

済

委

員
会
所
管
調
査
一

力
を
少
く
し
て
米
の
生
産
価
格
を
押
え
、
安

一
間

真
名
川
ダ
ム
建
設
に
伴
な
い
、
住
民
の

一今
回
乙
の
取
付
道
路
に
つ
き
ま
し
て
、
市
の

一

l
l
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
l
i
-
-

く
て
う
ま
い
米
を
作
っ
て
い
く
方
向
に
進
む

一
最
大
の
焦
点
は
水
の
利
用
で
あ
り
ま
す
。
前

一所
有
で
あ
り
ま
す
が
、
払
下
げ
e

守
し
た
ら
ど
一
た
が
、
水
落
町
の
駐
車
場
は
何
の
手
入
れ
も

一
が
実
情
で
あ
り
ま
す
。
一
年
間
に
二
十
万
円

べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

一
々
か
ら
呼
ば
れ
て
お
り
ま
す
上
水
道
対
策
、
了
っ
か
と
の
こ
と
で
提
案
し
た
訳
で
す
。
す
で

一
な
さ
れ
て
い
な
い
@
市
が
借
り
受
け
て
駐
車
一
近
い
と
こ
ろ
の
借
地
料
を
支
払
っ
て
、
駐
車

〈
〉
:
・
公
害
に
つ
い
て

一
農
業
用
水
対
策
と
い
う
も
の
の
具
体
的
な
構

一に
議
員
各
位
に
も
と
了
承
を
い
た
だ
い
て
い

一場
と
し
て
の
機
能
を
失
っ
て
い
る
こ
と
は
、

一場
と
し
て
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
と
め
た
い

問

中

竜

鉱
山
か
ら
排
出
す
る
カ
ド
ミ
ュ
ム

一
想
を
お
聞
き
し
た
い
。

一
る
も
の
と
、
私
は
解
釈
を
い
た
し
て
お
り
ま

一税
金
の
ひ
だ
使
い
で
は
な
い
の
か
。
市
民
の

一
と
思
っ
た
訳
で
あ
り
ま
す
。
駐
車
場
入
口
の

の
件
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
こ
と
に
対
し、

一
答

真
名
川
ダ
ム
建
設
に
つ
き
ま
し
で
は
、

一
す
。
(
注
後
日
‘
本
議
案
は
徹
回
)

一納
得
の
い
く
説
明
を
願
い
た
い
。

一土
地
問
題
が
い
ま
だ
解
決
し
て
お
ら
な
い
の

企
業
者
の
ル

l
ズ
き
と
、
県
・
国
・
厚
生
省
・

一
二
つ
の
問
題
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

一A
V
-
-
-

市
営
駐
車
場
問
題
に
つ
い
て

一答
と
指
摘
の
と
お
り
、
残
念
な
が
ら
駐
車

一
で
早
く
解
決
し
て
駐
車
場
と
し
て
の
機
能
を

通
産
省
等
の
無
責
任
さ
に
は
あ
ぜ
ん
と
す
る

一
第
一
点
は
、
将
来
の
た
め
に
水
を
確
保
す
る

一問

最
近
石
燈
範
駐
車
場
の
整
備
が
な
さ
れ

一場
と
し
て
の
機
能
を
発
揮
し
て
お
ら
な
い
の

一回
復
す
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
.
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建総産総
業
経

設務済務

H 可承
'決認

11 

Fノ

11 11 

総

務

11 庁芸庁

11 11 

議
会
運
営
委
員
会

教
育
民
生
委
員
会
所
管
調
査

市
議
会
定
例
会
(
第
一
日
〉

本

会

議

(

第

二

日

)

本

会

議

(

第

三

日

)

教
育
民
生
委
員
会

建
設
委
員
会

建
設
委
員
会

産
業
経
済
委
員
会

総
務
委
員
会

公
害
対
策
特
別
委
員
会

霊
場
建
設
特
別
委
員
会

本

会

議

(

第

四

日

)

局

大
分
県
杵
築
市
議
会
議
員

(
六
名
}

ハ小都
府
綾
部
市
議
会
議
員

(
七
名
)



(4) 

事
者
は
北
部
区
画
整
理
に
着
一
に
こ
た
え
ら
れ
る
よ
う
要
請
し
ま
し
た
。

手
し
た
現
在、

人
員
そ
の
他

一

マ
公
害
対
策
特
別
委
員
会

諸
条
件
が
伴
な
わ
な
い
の
で
一

六
月
定
例
会
の
各
委
員
会
の
状
況
は
次
の

一難
色
を
示
し
た
が
、
今
後
の
機
構
改
革
と
相

一

付
託
案
件
は
公
害
防
止
に
つ
い
て
の
請
願

と
お
り
で
す
。

一
ま
っ
て
誠
意
を
も
っ
て
着
手
き
れ
る
よ
う
要

一騒
音
規
制
に
つ
い
て
の
陳
情
で
い
ず
れ
も
住

マ
総
務
委
員
会

一請
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

一民
生
活
に
直
結
す
る
問
題
で
あ
り
、
積
極
的

付
託
さ
れ
た
案
件
は
議
案
十
件
、

請
願
一

一

次
に
請
願
・
陳
情
に
つ
い
て
は
請
願
三
件

一
な
行
政
指
導
を
す
べ
き
も
の
と
し
て
採
択
し

件
、
陳
情
一

件
で
議
案
は
い
ず
れ
も
原
案
を

一
を
採
択
、
請
願
二
件
、
陳
情
三
件
を
継
続
審

一
ま
し
た。

可
と
い
た
し
ま
し
た
。

一査
と
し
ま
し
た
。
前
回
三
月
議
会
の
継
続
分

一

市
独
自
の
調
査
、
資
料
の
収
集
そ
の
他
上

な
お
審
議
の
過
程
で
、
西
谷
村
合
併
に
よ

一
の
う
ち
請
願
三
件
、
陳
情
三
件
を
採
択
、
請
一

部
団
体
の
現
地
調
査
等
の
経
費
を
要
す
る
が

る
事
務
引
継
ぎ
に
際
し
手
落
の
な
い
配
慮
と

一願
三
件
を
再
び
継
続
審
査
に
決
し
ま
し
た
。

一委
託
料
な
ど
わ
ず
か
な
予
算
計
上
で
問
題
解

引
継
職
員
の
適
正
配
置
を
行
な
う
よ
う
、
ま

一市
道
舗
装
改
良
な
ど
住
民
要
望
が
多
い
の
で

一決
に
ほ
ど
速
い
の
で
今
後
前
向
き
の
姿
勢
で

た
消
防
車
の
充
実
に
つ
い
て
年
次
的
計
胸
を

一
許
す
限
り
補
正
予
算
化
の
上
住
民
サ
ー
ビ

ス
一取
り
組
む
よ
う
要
請
し
ま
し
た。

た
て
て
更
新
8
れ
る
よ
う
要
望
い
た
し
ま
し

一

-
s
i
l
l
i
-
-
-
-
l
i
l
i
-
-
-ー

l
i
l
i
-
-
-
-ー
ー

ー

ー

ー

た。

一

!

三

I

t

s

-

中

東

主

目

・

主

目

}

唄

一

(
中
荒
井
二
丁
目

小
池
健
一
ほ
か
十

次
に
請
願
は
採
択
、
陳
情
は
す
で
に
議
案

一

民
円

&

U

-

-24ロ
回

期

l

l

i

I

L

一

七
名
)

提
出
済
で
あ
り
可
決
し
た
と
お
り
で
す
。

一

六
月
定
例
市
議
会
に
出
さ
れ
た
陳
情

・
請

一
マ
市
道
編
入
願
い

マ
産
業
経
済
委
員
会

一
願
に
つ
い
て
の
結
果
は
次
ぎ
の
と
お
り
で
す

一

(中
村
町
区
長

福

田

耕

男
ほ
か
十
五

付
託
案
件
は
議
案
三
件
、
請
願

一
件
で
、

一

議
案
は
す
べ
て
原
案
を
可
と
い
た
し
ま
し
た

一

|
採
択
さ
れ
た
も
の
!

一マ
市
ド
装
に
つ
い
て

審
議
の
過
程
で
、
城
ま
つ
り
の
協
力
団
体

一
マ
市
道
舗
装
に
つ
い
て

(
下
中
野
区
長

松
島
清
)

に
対
す
る
育
成
助
成
費
予
算
が
少
な
い
の
で

一

(
月
美
町
、
中
川
誠

一
ほ
か
二
十
七
名
)
一一

[〉
市
道
編
入
と
新
設
に
つ
い
て

増
額
を
要
請
し
ま
し
た
。

一
マ
市
道
舗
装
に
つ
い
て

(西
大
月
区
長
佐
々
木
信
治
)

融
雪
施
設
助
成
の
請
願
は
採
択
し
ま
し
た

一

(
明
倫
町

藤
兼
晃
ほ
か
三
名
)

次
に
公
害
問
題
に
つ
い
て
、
農
産
物
の
被

一
マ
融
雪
工
事
の
媛
助
と
工
事
後
の
舗
装
に

つ
一

l
継
続
審
査
と
な
っ
た
も
の
|

害
に
つ
い
て
の
調
査
、
検
査
の
万
全
を
要
請
一

い
て
(
五
番
商
庖
街
振
興
組
合
理
事
長

一マ
市
道
新
設
に
つ
い
て

し
ま
し
た
。

一

黒
原
義
雄
ほ
か
一

一名
)

一

(伏
石
区
長

野
中
治
郎
兵
衛
ほ
か
五
名
)

一
マ
公
害
防
止
に
つ
い
て

一
マ
市
道
拡
張
に
つ
い
て

マ
教
育
民
生
委
員
会

(
大
和
町
区
長
斎
藤
平
栄
三
〉
十
名
)
一

(
上
黒
谷
区
長
吉
田
八
左
ヱ
門
ほ
か
四

付
託
案
件
は
議
案
三
件
、
請
願

一
件
で
議
子
医
療
保
険
制
度
の
改
革
に
つ
九

一

名
)

白
川
ペ
ィ
一
…
い
も
原
案
を
可
と
す
る
ζ

と
に
決

一

(
中
津
川
朱
雀
貞
男
ほ
か
二
百
七
十
五

一
マ
教
職
員
の
宿
臼
直
廃
止
に
つ
い
て

ー

=
l
t

一

名
)

一

(校
長
会
長
出
村
清
一

ほ
か
四
名
)

請
願
は
継
続
審
査
に
決
し
ま
し
た
。

一
マ
騒
音
規
制
に
つ
い
て

一
マ
市
道
新
設
に
つ
い
て

マ
建
設
委
員
会

一

(
城
町
医
長
鈴
木
明
太
ほ
か
二
十
名
)
一

(新
庄
松
田
五
百
里
ほ
か
二
十
四
名
)

付
託
案
件
は
議
案
六
件
、
請
願
五
件
陳
情

一

前
回
の
継
続
審
査
分

一マ
市
道
編
入
に
つ
い
て

三
件
で
議
案
は
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決

一
マ
市
道
改
良
に
つ
い
て

一

(柿
ケ
島
区
長
小
島
政
一

)

し
ま
し
た
。

一

(下
郷
区
長

猪
野
薫
ほ
か
七
名
)

一
[
〉
市
道
改
修
に
つ
い
て

審
議
過
程
に
お
い
て
、
駅
東
区
画
整
理
事

一
マ
市
道
拡
張
に
つ
い

て

一

(
土
打
区
長

松
原
泰
ほ
か
四
名
)

業
の
継
続
で
あ
る
東
部
区
画
整
理
事
業
の
早

一

(蓑
道
区
長

葛
葉
寛
桐
)

期
着
工
に
つ
い
て
要
望
が
な
さ
れ
た
が
、
理

一
マ
市
道
舗
装
に
つ
い
て

一一一一一一一重一
重一
一蓮華一一重一一董
一重
一一一一一一一
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H
豪
雪
地
帯
の
無
雪
化
対
策
に
関
す
る

意

見

書

を

決

定

H

六
月
二
十
六
日
の
本
会
議
に
議
員
提
出

議
案
と
し
て
、
豪
雪
地
帯
の
無
雪
化
対
策

に
関
す
る
意
見
書
が
緊
急
提
出
さ
れ、

満

場

一
致
で
決
定
、
政
府
な
ど
関
係
機
関
に

提
出
い
た
し
ま
し
た
。

ム
豪
雪
地
帯
の
無
雪
化
対
策
に
関
す
る

意
見
書
マ

豪
雪
寒
冷
地
帯
と
い
う
自
然
的
悪
条
件

下
に
あ
る
北
陸
地
方
は
、
地
域
開
発
を
進

め
る
過
程
に
お
い
て
、

例
年
襲
来
す
る
豪

雪
が
産
業
の
発
展
あ
る
い
は
民
生
安
定
の

上
に
大
き
な
障
害
と
な
り
、
現
行
制
度
化

に
お
い
て
は
、
当
地
方
の
経
済
的
、
社
会

的
後
進
性
は
打
破
し
え
ず
、

過
疎
化
よ
り

脱
却
で
き
な
い
実
情
で
あ
る
。

よ
っ
て
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
当
地
方

安
間
政
雄
議
員
逝
去
さ
る

当
市
議
会
議
員
安
閑
政
雄
氏
は
、
か
ね

て
病
気
療
養
中
の
と
ζ

ろ
去
る
七
月
十
八

日
、
病
状
悪
化
の
た
め
逝
去
さ
れ
ま
し
た

故
人
は
明
治
三
十
二
年
六
月
十
六
日
西

谷
村
秋
生
に
生
ま
れ
、
西
谷
村
議
二
期
つ

と
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
県
営
笹
生
川

ダ
ム
建
設
に
際
し
水
没
の
た
め
当
市
へ
転

居
、
昭
和
一
二
十
四
年
以
来
連
続
三
期
当
選

十

一
年
余
り
の
市
会
議
員
の
問
、
正
副
議

長
の
要
職
に
つ
か
れ
市
政
の
発
展
に
貢
献

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

も
は
や
お
会
い
す
る
す
べ
も
あ
り
ま
せ

ん
。
合
掌
し
て
衷
心
よ
り
と
冥
福
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

の
無
雪
道
路

・
無
雪
都
市
の
構
怨
を
実
現

す
忍
た
め
、
豪
雪
の
も
た
ら
す
膨
大
な
損

失
の
実
態
を
再
確
認
8
れ
、
す
み
や
か
に

下
記
事
項
を
中
心
と
し
た
抜
本
的
か
つ
総

合
的
対
策
を
確
立
し
、
こ
れ
が
早
期
実
現

を
凶
ら
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

戸
u

-
言
口

一
、
無
雪
化
道
路
の
建
設
の
た
め
の
特
別

措
置
法
の
制
定

て

無
雪
都
市
建
設
の
た
め
の
特
別
借
置

法
の
制
定

一、

国
立
総
合
対
策
研
究
機
関
の
北
陸
地

方
設
置

以
上
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
第
二
項
の

規
定
に
よ
り、

意
見
書
を
提
出
す
る

大
野
市
議
会
議
長

高
田
新
左
ヱ
門

議
会
運
営
委
員
長
に
石
田
善
徳
氏

議
運
委
員
の
交
替
に
よ
り
互
選
の
結
果
、

石
田
善
徳
氏
が
委
員
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

〈
あ
と
が
き
〉

セ
ミ
の
鳴
き
声
を
耳
に
す
る
季
節
と
な
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

涼
を
求
め
て
、
海
に
山
に
で
ら
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
が
最
近
特
に
幼
児
の
水
の
事
故
が

多
く
な

っ
て
お
り
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
油

断
が
と
り
か
え
し
の
つ
か
ぬ
大
事
と
な
り
ま

す。

み
ん
な
が
気
を
つ
け
て
楽
し
い
夏
に
し

た
い
も
の
で
す
。

き
て
、
議
会
報
大
野
の
第
二
号
を
お
届
け

い
た
し
ま
す
。
紙
面
の
都
合
上
多
く
を
記
載

で
き
な
い
事
は
残
念
で
す
が
内
容
充
実
に
つ

と
め
て
お
り
ま
す
。
各
位
の
と
愛
読
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。


